









































バリゼーション」課題番号 162003022、平成 16(2004)年度～平成 18(2006)年度による研究成果である。
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1. 「知的クラスター創成事業」
1.1 政策の性格
文部科学省による「知的クラスター創成事業」は、12 地域において 2002 年から実施さ
れ、03 年に 3 地域、04 年に 3 地域を追加して、それぞれ 5 カ年計画で実施されてきた。｢国
際的な競争力のある技術革新のための集積(知的クラスター)の創成を目指し」て、1 地域あ














ついてのインタビュー調査を行い、2003 年 8 月時点では 100 社以上の参加を得て「ナノ
テク・フォーラム長野」が開催されてきたことを報告した。
1.2 富山・高岡地区における「知的クラスター創成事業」
「知的クラスター創成事業」は、2002 年に 12 地域を実施地域として開始されたが、同
年には 6 地域を予備的スタートとして指定しており、富山もその 6 地域の一つであった。
したがって、富山では「知的クラスター創成事業」の試行地域であった期間があり、その
















































ポスドク・(財)富山県新世紀産業機構派遣研究員・橘信二郎氏に説明を受けた(2006 年 7 月 28 日)。モデ
リングしたたんぱくの立体構造から近傍のアミノ酸配列を探し、抜粋されたアミノ酸約 20 個の組み合わ
せをかえ、ロボットを使って機械的に配列をかえてかけあわせていく、という作業を行う、という。人の
手では一日あたり 400 くらいのスクリーニングしかできないが、ロボットによって 1000 から 2000 くら
いのスクリーニングが可能になった。ロボットは知的クラスター創成事業の予算で購入した。
6 富山県立大学工学部生物工学科・生物工学研究センター、伊藤伸哉教授による研究である。2006 年 7







機能性をあげる機能性食品関連の研究をおこなっている。伊藤教授からは、2006 年 12 月にインタビュ
ー内容についてのチェックをして頂いた。記して感謝したい。
7 2006(平成 18)年 6 月現在、「とやま医薬バイオクラスター」としての富山・高岡地区からは特許の国
内出願が 50 件あり、内 4 件は特許成立となっている。また、海外出願は 14 件である。
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11 以下、本報告では、2006 年７月および 10 月に行ったインタビュー調査の結果をまとめる。
12 2006 年 7 月 28 日、富山医科薬科大学・クラスター本部研究統括、村口篤教授の説明による。また、
７月 27 日および 28 日には、科学技術コーディネーター、東保喜八郎氏からも説明を受けた。上記、注 4、



















メインテーマが 6 テーマ、サブテーマが 6 テーマから 3 テーマある。研究グループの中













13 民谷教授には、2006 年 12 月 22 日、洞口がインタビューを行った。南日康夫氏によるコーディネー
ションによって「知的クラスター創成事業」に参加した経緯を確認できた。




事になる。成果をみながら、競争させる。評価委員会は、外部の委員が中心となっており、12 から 13 人
で構成されている。研究に加わっていない方が委員になっている。また、事業推進の委員会があり、組織
がきっちりしているので、なまけたりした人は研究を継続できない。選択・集中を始めている。それをし
ないと研究予算のばらまきになってしまう。」（2006 年 7 月 28 日）
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世代では 25 万個のなかにきれいにはいらなかった。入る率は 50％に達していなかった。
第 2 世代では 80％くらいである。チャンピオンデータで論文はかける。
現在、取得した抗体のクローニングを行い、ねずみに注射して評価している。従来、抗
17 2006 年 7 月 27 日、富山県新世紀産業機構・科学技術コーディネーター、東保喜八郎氏からのインタ

















富山クラスターの細胞チップは細胞を格納できるウエルが 25 万個ある。100 万個が希






















18 2006 年 7 月 28 日、富山医科薬科大学・クラスター本部研究統括、村口篤教授および富山大学大学院
医学薬学研究部、岸裕幸助教授からのインタビューによる。聞き手は、洞口、李であった。本稿の作成に
あたり、2006 年 12 月に岸助教授より、インタビュー内容のチェックをして頂いた。記して感謝したい。
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すのは従来 RT-PCR(reverse transcription polymerase chain reaction)という方法があっ
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南京大学は富山大学の研究に興味をもっている。人材を世界にひろげて共同研究したい。
その意味では研究分野のクラスターともいえる。COE では、「東洋の知に立脚した個の医
療の創生」をテーマとしている。毎年 3 回のシンポジウムを開催しており、今年で 4 年目


































20 2006 年 7 月 28 日、富山大学大学院理工学研究部、鈴木正康教授からのインタビューにもとづく。聞


































トできた。雑誌にも広告が載りはじめ、採用ができたのは 2005 年 9 月である。経済産業
省のスタートアップ補助金、約 4500 万円を受けた。それを基に富山医科薬科大学の一室
をかりてラボ（研究室）を 2005 年 10 月にオープンした。大学にないラボを富山大学のな
かに作っている。医学部自体が研究開発をし、エスシーワールド（株）が事業化していく。




21 2006 年 7 月 27 日、同氏からのインタビューにもとづく。聞き手は、洞口、李であった。末岡氏から
は、2006 年 12 月、本稿の内容についてチェックして頂いた。記して感謝したい。
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外に向かって雛形を見せられる営業展開ができるようになった。現在、抗体を採るための
努力をしている。






















と治験の事業推進、抗体の取得業務がある。増資は 2005 年 6 月に行い、1 億 5 千万円増



















































リッチェルが国際展開を始めたのは 1992（平成 4）年ごろであった。1994 年に米国の
家庭雑貨大手ラバーメート社の日本法人・ラバーメート・ジャパンとアメリカで合弁会社
を設立し、自社の家庭雑貨事業をすべてこの合弁企業に移管した。この頃から海外販売に
23 2006 年 10 月 26 日、㈱リッチェル・マイクロチップ事業開発室室長、宮本満氏からのインタビュー















より安くなる。その後、金型も現地で製造するようになると、金型費だけで 10 分の 1 に
なる。大きなコストダウン効果が得られた。この工場には、現在 6、7 人の社員が出向し































































































































マシニングセンタ「セルフセンタ」、原発向け保守機器である。資本金は 23億 2,467 万 5,000
円、売上高は 189 億円（2006 年 3 月）、従業員数は 673 名（2006 年 3 月）である25。研
究開発部には 14 名のスタッフが在籍している。また、各事業部に応用開発部隊があり、
それぞれ 5 名ずつ在籍している。6 事業部で構成されており、全社合計で開発担当者は 40
名強である。
















32％、CNC マシニングセンタが 22％、精密ドリリングユニットが 19％、特殊工具が 14％、
特殊作業ロボットが 11％、その他が 2％である26。特殊作業ロボットとは、主に原子力発
電所向けに納められている検査、補修、メンテナンス関係のロボットである。
24 以下は、2006 年 10 月 27 日、株式会社スギノマシン・早月事業所にて、執行役員・研究開発部長、
村椿良司氏よりインタビューをした内容である。聞き手は洞口、李、行本であった。2006 年 12 月、㈱
スギノマシンより本稿の内容についてのチェックをして頂いた。記して感謝したい。
25 この点については、㈱スギノマシンのホームページアドレス http://www.sugino.com/menu/menu_



























































































































































































































































は、「事業拠点のあいだが 200 マイル以下程度」(邦訳 114 ページ)をクラスターの地理的限界の指標の一
つとしている。200 マイル、すなわち、320 キロメートルは日本人の感覚からすれば広域であるかもしれ
ない。名古屋から東京までの新幹線での距離が約 366 キロメートル、あるいは、名古屋から岡山までの
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